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１. 感動の「神代小路」「石垣ランド」！！！ 

8月20日、いつもの博多駅前レンタカー店の前に、波木事務局長、岑さん、そして今回のゲスト清

角さんが、すでに集合していました。私（矢ヶ部）にとっては、約2か月間の病気療養の後の久方ぶり

の共助研活動であり、また、雲仙プロジェクトは、3月のプレ会議以降の初参加ということもあり、少

しの緊張を持ってのメンバーの方との出会いでした。が、車中の岑さんの経験豊かでウイットに富む話

を聞かせてもらいながら、あっという間に、2か月のブランクもなかったかのような錯覚になるほど、

わくわく感が戻っている自分に気づきました。と、私個人の気持ちの問題についてはこの程度にしてお

いて、活動報告をします。 

波木事務局長の運転の元、目指すは「竹添ハウス」。千々石の海水浴場が見渡せる展望レストランで、

雲仙での昼食のおきまりであるチャンポンをたべ、今回は、ほぼ定刻通りに到着。松本さんに温かく迎

えていただき、会場には、地元から小松さん（長崎ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ研究会）、秋元さん（ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ）、川尻

キクエさんも集合されていました。最初のプログラム「夢アイデア事例研究」。これは、今回のゲスト

メンバー清角さん、福満さんによる「思い出ナビ」の紹介です。これまでの実践例を紹介しつつ、昔の

街の風景をみて、まちを身近に感じたいという「思い出ナビ」の持つ効果についての説明がされました。 

座学が終わり、さて、今回の“国見の巻”の最初のメインディッシュ「神代小路歴史文化公園」の散

策です。神代小路は（こうじろくうじ）と読むそうで、そのリズミカルな地名同様、知覧や佐伯、ある

いは出水の武家屋敷通りにも負けない雰囲気を持っている空間でした。この神代小路の武家屋敷の紹介

を、岑さんのレポートをパクらせていただき下記に紹介しま

す。 

◆佐賀鍋島藩の支藩、神代小路（こうじろくうじ）地

区：鍋島邸を中心とした神代小路地区は古いまちな

みがほぼ現存武家屋敷跡が残存し、平成１７年７月

に国の重要文化財「重要伝統的建造物群保存地区」

（伝建地区）に指定される。長崎県では、長崎市内

南山手と東山手の洋館群に次いで３ケ所目。 

◆古来から、島原半島と佐賀方面を結ぶ海上交通の要

衝であり、神代氏が治めていました。16世紀後半、龍造寺氏とともに神代氏は歴史から姿を

消し、以後明治に至るまで佐賀鍋島藩の神代領となりました。 

◆４代目領主・鍋島嵩就（なべしまたかなり）が17世

紀後期に城跡の周囲の川や田を埋め立てて築造しま

した。現在も江戸時代の地区割りがほぼそのまま残さ

れており、水路・生垣・石垣など多くの遺構が調和と

整然の美しさを保っています。江戸情緒を味わうこと

ができ、ゆったりとした時間が流れているような雰囲

気がある。 

◆また、3本の古樹からなり、最古のものは大正13年
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植樹と伝えられている。開花時期は1月中旬から2月いっぱいが見頃である。 

◆平成１８年には、「美しいまちなみ大賞」（国土交通省）受賞 

                出典引用：「雲仙の千の物語事業チェックリスト（国見の巻）：岑耕介」 

この神代小路については、岑さんのレポートで十分に言い尽くされていますので、次の「遊学の館」

の報告を。「遊学の館」は、野球場、サッカーコート、テニスコート等を備えた雲仙市国見総合運動公

園内の施設で、宿泊施設として整備された施設です。ここで入浴料 300円を払い、温泉気分をじっく

りと味あわせてもらいました。施設も新しく、また、多くの女子中学生（テニス部？）で大賑わいです。 

温泉気分を味わった後は、待望の夕食会ですが、今回は、「竹添ハウス」ではなく、「石垣ランド」

とのこと。事前に、「石垣ランド」をネットで調べるべく検索

をかけてみましたが、出てくるのは石垣島の観光施設ばかりで、

それらしい施設はヒットしませんでした。それもそのはず、「石

垣ランド」とは、地元で電気店を営む石垣さんが、今は住んで

いない自宅を改造？した夢の施設でした。夢の施設というのは、

音楽好きな人種であればだれでもそう思うであろう、豪華絢爛

なオーディオ装置が、こんな？？山の中の一軒家に出現したた

めです。本当にたまげました！！絶句したといっていいかもし

れません。寡黙で優しそうな石垣さんが、自ら改築した小ホー

ルのようなオーディオルームをご覧ください（下写真）。 

前回、といっても今年の3月に竹添ハウスに訪れた際、ギ

ターを抱えていったことがあったため、松本さんからは今回

もよろしくと頼まれていたこともありギターを抱えて、食事

の際にでもバックミュージックとして弾いてみようと思って

いたのですが、今回は、このオーディオルームから流れる

JAZZの音楽をバックに、夢のような・・・・・（ここから

現実に戻るのですが）・・・、今夜の食材としての茗荷取り

チーム、箸や食器を竹を材料に作るチームに分かれ、夕食の

お道具の準備をしていましたが、ここに、地元の帆足さん、

菊田さんご夫婦が、地元料理を差し入れてくれることに。一

気に食卓が豪華になりました。石垣氏作の立派なそうめん流しの装置も

あり、また、たっぷり量もあるマトンの肉もありと、石垣ランドでの豪

華絢爛な夕食会が始まりました。また、石垣さんのプロ並みの腕前であ

る写真の紹介もあり、おおいに話も盛り上がった21：00ごろ、中締め

がおこなわれ、清角さんはじめ女性群は、竹添ハウス、あるいは自宅へ

お帰りになりました。実は、ここから、サプライズイベントが始まった

のです。時はすでに遅し。女性群の方々にとっては、幻のサプライズイ

ベントとなってしまいました。そのサプライズイベントとは、石垣ラン

ドの離れで芸術活動に勤しんでられる鬼塚氏が披露したギターと歌です。

有名なジプシーキングの曲を、スペインフラメンコ風のギターと、芸術

家の精神・情熱があふれ出すような独特な歌を、これまたスペイン語で

歌い始められたのです。これには、その場にいたみんなが驚きと、感動

を持って聞き入りました。実を隠そう（隠さなくてもいいのですが）、

私も、鬼塚さんの歌とギターを聞いて、演奏するとは、あるいは歌うと

いうこととはということに対し、自分の演奏する姿勢について開眼させ

られた気分です。鬼塚さん、ありがとうございました！今回、このチャンスにめぐり合わせられなかっ
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た皆さんのためにも、また、いつか、鬼塚氏の歌とギターを聞ける機会が設けられればと思っています。 
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石垣ランドで 

とれた茗荷 ⇒ 

 

 

次の日の8月21日、あいにく、というか、雨男を称する波木事務局長のおかげか、土砂降りの雨に

見舞われることとなりました。そのため、竹添ハウスでの座学が中心となりました。メンバーには、前

日参加の方々に加え、長崎市の出島の管理？をされている大神さんも加わっての会議となりました。 

今回のゲストは、地元で新聞販売店を営まれている平坂氏で、「くらしのカレンダー」の紹介です。 

コーナーである「お宝見学」にふさわしく、このカレンダ

ーは、毎月、千々石町の暮らしの情報を一覧にしたもので、

平成6年から、すでに200号以上も続いているということ

で、千々石町の近年の歴史をとどめる貴重な資料となってい

るとともに、現在も、町の人々の心をつなぎとめる重要な役

割を果たしているようなツールであると思いました。 

さてさて、外では雨が降り続き、烏兎神社等の現地調査に

行けなかったことは残念ですが、午前中は、これまでの経過

報告や、この雲仙プロジェクトのもつ意味や役割について、

フリーディスカッションのような形で進められ、このプロジ

ェクトの中間総括のような機会になったかと思います。雨男

の波木事務局長に感謝？です。 

昼は、小浜の「ケーキとパンの店 パック」のカツサンド

をはじめとするパン類、そして、カボチャのスープ。そして

飛び入りの地元でパインテールファームを経営する松尾まゆ

みさんからの発酵バターや特製チーズの差し入れがあり、昼

の食卓もまた絢爛豪華なものとなりました。今回も参加いた

だいた地元の川尻さん、スイーツを作るのが趣味の秋元さん

はじめ、地元の方々に感謝、感謝です！！！     以上 

  

 
 

清角さんの乾杯！ではじまり、宴は夜中まで続く 

 

 

 



共助研 

- 4 - 

 

 

平松さん作成の千々石町のくらしのカレンダー 2011年8月号 

 

 

 

昼食となったカツサンドとスープ 

（手前左から）地元の大神さん、沖縄出身の秋元さん、川尻さん 
（奥）松本さん 


